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１．青森港長期構想について
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（１） 青森港長期構想の背景・目的

●青森港の港湾整備は平成13年11月に改訂された港湾計画
（目標年次：平成20年代半ば）に基づき進めている

●既定計画の目標年次を経過し、我が国の港湾の情勢や青森港
を取り巻く動向が変化している中、新たな要請や課題が顕在
化している

●そのため、青森港を取り巻く状況及び各種課題を整理し、青森
港における概ね20～30年後を見据えた長期構想を検討する
必要がある

青森港の港湾計画の改訂に向けて、概ね20～30年後を見据え
た将来像を検討することを目的として「青森港長期構想検討委
員会」を設置する

背 景

目 的

長期構想（ビジョン） → 概ね20～30年後

港湾計画（マスタープラン）→ 概ね10～15年後

目標年次

目標年次
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（2） 港湾計画策定までの流れ

資料：港湾計画作成ガイドライン港湾計画

長期構想

「新規」又は「改訂」の場合、港

湾計画の策定に先立ち、長期

構想を策定する

長期構想と港湾計画の関係性

長期構想とは

港湾利用者、市民、行政機関、
学識者など様々な港湾関係
者の意見・要請をもとに概
ね20～30年先の長期的視
野に立った総合的な港湾空
間の形成とそのあり方を構
想・ビジョンとしてとりまと
めたもの

港湾計画とは

概ね１０～１５年先における
港湾空間のあるべき姿を実
現することを目標とした中
期計画



長期構想
検討委員会
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（3） 長期構想の検討の進め方

国内外の社会情勢の変化

●我が国の港湾をとりまく情勢
の変化（参考資料集）

青森県及び背後圏の
社会経済の動向

●人口 ●産業活動 ●交通 ●観光

青森港の現状と課題
（物流・産業、交流・人流、環境、防災・危機管理）

20～30年後の青森港の目指す姿・役割（基本戦略）

今後の展開方向の検討（空間利用・ロードマップ等）

青森港長期構想素案の作成

パブリック

コメント

第1回委員会
（R5.７）

第2回委員会
（R5.1２予定）

第３回委員会
（R6.６予定）
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２．青森県及び背後圏の社会経済の動向
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（1） 青森県及び背後圏の人口

・青森港背後圏の人口は、1980年以降減少傾向で推移し、2020年には79万人まで減少した。2045年には
51万人にまで減少する見通しとなっている。（国立社会保障・人口問題研究所の推計）

・青森港背後圏の高齢化率（65歳以上人口の割合）は年々増加し、2020年には35.0％まで増加した。2045
年には47.8％まで増加する見通しとなっている。（国立社会保障・人口問題研究所の推計）

資料：2020年：「国勢調査」総務省統計局/
2025年以降：「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」国立社会保障・人口問題研究所
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第一次背後地域 青森市、弘前市、黒石市、五所川原市、つがる市、平川市、
東津軽郡（平内町、今別町、蓬田村、外ヶ浜町）、西津軽郡（鰺ヶ沢町、深浦町）、
中津軽郡（西目屋村）、南津軽郡（藤崎町、大鰐町、田舎館村）、
北津軽郡（板柳町、鶴田町、中泊町）

第二次背後地域 秋田県（鹿角市、大館市、小坂町）

図 青森港背後圏の高齢化率の推移・将来推計
図 青森港背後圏の人口の推移・将来推計

■青森港の背後地域
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（2） 青森県及び背後圏の産業活動の動向

① 県内総生産の動向

図 産業別国内・県内総生産（名目）の構成比（2019）

・国内総生産は増加傾向に推移している一方で、青森県の県内総生産は増減を繰り返す状況となっている。

・全国の産業別構成比と比較すると、青森県ではりんごや水産品の産出額が大きいことが要因となり、第１次産
業が占める割合が高い傾向にある。

資料：全国→「2021年度国民経済計算（2015年基準・2008SNA）」
青森→ 「平成30年度(2018年度)青森県県民経済計算」

図 国内・県内総生産（名目）の推移
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（2） 青森県及び背後圏の産業活動の動向

② 青森県及び背後地域の工業の動向

・青森港背後圏の製造品出荷額等は増加傾向で推移しており、2017年をピークに緩やかに減少している。

・青森県の製造品出荷額等は構成比では食料品の割合が高く、全体の約２割程度を占める。青森港背後圏では電
子部品や業務用機械器具等の占める割合も高い。

資料：「工業統計」経済産業省

図 青森県・青森港背後圏の製造品出荷額等の推移

図 青森県・青森港背後地域の
業種別製造品出荷額等構成（2020年）
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窯業・土石製品

1.8%

生産用機械器具

1.7%

鉄鋼業
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36.6%
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資料：「青森県の貿易」 ジェトロ青森

図 青森県輸出額の推移

（2） 青森県及び背後圏の産業活動の動向

③ 青森県の貿易の動向

・青森県の輸出額は2015年から減少傾向となっているが、農林水産物・食品は増加傾向となっており、2020
年に1985年以降で過去最高の約259億円となった。

・農林水産品・食品の内訳を見ると、りんごと水産品の占める割合が高く、りんごのみで約6割を占めている。

図 青森県の農林水産物・食品輸出額の構成比（2021年）
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（4） 青森港周辺の交通ネットワーク整備状況

・青森港周辺の道路交通ネットワークは高規格道路の整備により広域交通が充実しつつある。

・下北半島縦貫道路の整備が進められている。（令和7年度中に61.2％の整備率の見通し）

資料：青森県HP 図 青森県の主要幹線道路～高規格幹線道路・地域高規格道路～
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（5） 青森県の観光の動向

資料：青森県HP

図 青森県の観光スポット

・青森県の観光入込客数は平成24年から増加傾向に推移しており、令和元年には3,544万人を
記録した。（令和2年は新型コロナウイルス感染拡大により2,344万人に減少）

・地域別の傾向としては、三八地域や中南地域、上北地域の観光入込客数が多い傾向となっている。

・青森県には、青森ねぶた祭を始めとする地域行事や、十和田湖や白神山地といった豊かな自然、
弘前城などの歴史的な建造物など豊富な観光資源を有する。

588 584 647 678 695 683 694 679
419 412

683 702 720 731 713 729 705 715

418 422

849 851 858 885 862 858 846 898

634 615

384 377 380 396 392 394 417 410

305 276

650 655 644
686 703 694 700 704

486 470

141 148 146
146 150 146 141 139

82 88

3,295 3,317 3,396
3,522 3,516 3,503 3,502 3,544

2,344 2,284

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

観
光
入
込
客
数
（万
人
）

東青地域 中南地域 三八地域 西北地域 上北地域 下北地域 (年)
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資料：青森県の観光入込客統計
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３．青森港の現状と課題
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（1） 青森港の利用状況

・青森港の取扱貨物量は、緩やかな減少傾向から令和４年に増加に転じ、25,377千ﾄﾝとなった。

・青森港はフェリー貨物が約9割を占め、その他の専用貨物としてはLPGや石油製品が多い。

・フェリーを除く公共貨物では、金属くず（輸出）、石炭(輸入)、非金属鉱物（移出）、セメント（移入）等の取扱貨物
量が多い。

取扱貨物量
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90%

在来貨物
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100.0%
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116

99.6%

その他輸送機械

0

0.4%

R4
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合計：117千ﾄﾝ

石炭

24

80.0%

化学薬品

6

20.0%

R4
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合計：30千ﾄﾝ

非金属鉱物

186

91.4%

金属くず

10

5.0%

廃土砂

3

1.5%

その他

4

2.1%

R4
公共移出
（フェリー除く）
合計：204千ﾄﾝ

セメント

144

66.9%

石灰石

46

21.5%

原塩

19

8.7%

その他

6

2.9%

R4
公共移入
（フェリー除く）
合計：216千ﾄﾝ

■令和4年青森港取扱貨物量（公専別・荷姿別）

■令和4年青森港輸移出入別品目別取扱貨物量（フェリー貨物を除く）

■青森港取扱貨物量の推移
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（1） 青森港の利用状況

・青森港は陸奥湾の最奥部に位置する重要港湾である。

・油川地区から浅虫地区まで東西に円弧状に港湾区域が広がる。

油川地区
沖舘地区 本港地区 造道地区

原別地区

野内地区

久栗坂地区

浅虫地区

フェリー埠頭
木材港

沖舘埠頭
石油専用桟橋 新中央埠頭 浜町埠頭

堤埠頭

石油専用桟橋

ガス専用桟橋

中央埠頭

津軽半島

下北半島

夏泊半島
陸 奥 湾
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（1） 青森港の利用状況

① 油川埠頭の利用状況

交通機能
用地 0.9ha

物流
倉庫群

スクラップ、
製材会社

油川地区西防波堤
170ｍ

油川埠頭
施工ヤードとして利用（県有地）

・係留施設及び防波堤が未整備であるため、船舶による利用がない状況となっている。

・背後には生コンプラントやスクラップ取扱企業、木材工場、物流倉庫などが立地している。

港湾関連
用地5.2ha

港湾関連
用地 5.0ha
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（1） 青森港の利用状況

② フェリー埠頭の利用状況

フェリーターミナル

フェリー埠頭

・青函航路を航行するフェリー用の係留施設が４バース整備されている。(2023年10月に室蘭航路開通予定。)

・大規模地震時にフェリー航路による物流機能を維持するために、公共耐震強化岸壁が整備されている。

臨港道路
2号線
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（1） 青森港の利用状況

③ 沖館埠頭の利用状況

緑地
3.9ha

埠頭用地 0.3ha

緑地
0.8ha

危険物取扱
施設用地 11.9ha

沖舘地区東防波堤
1,700m

600m

防波堤
（西）56m

防波堤
（東） 40m

埠頭用地
7.2ha

石油コンビナート

賑わい施設（歴史館）

埠頭用地 0.3ha
船揚場

沖館埠頭

港湾関連
用地5.１ha

桟橋A

桟橋B

（-7.5）

（-7.5）緑地

波除堤B
35m

波除堤
50m

その他の石油
(移入)

その他の石油
(移入)

・公共岸壁では、非金属鉱物、金属くず、石炭等のバルク貨物が取り扱われている。大型クルーズ船による利用に
も対応するため、貨物とクルーズ旅客が混在する利用となっている。

・青森駅に近いエリアには危険物取扱施設用地が位置し、石油製品が取り扱われている。

臨港道路
2号線

沖館川
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（1） 青森港の利用状況

④ 新中央埠頭・中央埠頭の利用状況

緑地 3.5ha

防波堤(2)
71m

(-2)380m
(-2)100m

交流厚生
用地6.5ha

緑地
0.6ha

交流厚生用地
3.8ha

利活用エリア

物流倉庫・セメントサイロ

マリーナと一体となった
レクリエーション拠点

駅周辺の賑わい拠点
（集客施設・シンボル緑地等）

(-5.5)
64m

(-5.5)
160m

(-7.5)
125m

(-3.5)
50m

緑地
1.1ha

クルーズターミナル

埠頭用地 0.5ha

新中央埠頭

中央埠頭

セメント
（移入）

・新中央埠頭はクルーズターミナル施設が整備されており、クルーズ船の寄港する交流機能を担っている。

・中央埠頭は、背後にセメントサイロが立地しておりセメントを取り扱っている。隣接はアスパムやA-Factory等の集客施設が立地
する賑わいエリアとなっている。

駅前ビーチ令和3年7月供用開始
(アマモの移植等、ブルーカーボンに寄与)
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（1） 青森港の利用状況

⑤ 浜町埠頭・堤埠頭の利用状況

港湾関連用地
1.8ha

港湾
関連用地
2.9ha

緑地 2.65ha

浜町防波堤 70ｍ

埠頭用地 1.3ha

親水緑地（雪捨場）

上屋

セメントサイロが立地

住宅・事務所が点在

親水緑地

(-4)
85m

浜町埠頭

堤埠頭
作業船・官公庁船が係留

・浜町埠頭にはセメントサイロが立地しており、係留施設では主にセメントが取り扱われている。

・堤埠頭は原塩やセメントが取り扱われるバルク埠頭として利用されているが、住宅が近くに立地しており、粉塵
や騒音に配慮が必要となっている。



21

（1） 青森港の利用状況

⑧ 造道地区・原別地区

・造道地区は造船企業の立地のほか、合浦公園、造道船溜（-2ｍ）等があり、船揚場や赤川河口部周辺は、セーリン
グクラブ等のマリンスポーツの拠点として利用されている。

・原別地区は漁船を収容する小型船だまりが整備されている。また、広域にわたり海岸保全施設が整備されている。

埠頭用地 1.0ha

船揚場 造道地区
原別地区

90m

防波堤（2） 80m

（-2）
60ｍ

防波堤（1） 200m

（+2.3）110m 漁港区域

離岸堤
青森漁港

215m

（+2.3）110m

250m

225m

50m

防波堤（2）
120m

緑地 0.5ha
埠頭用地 1.1ha

船揚場
200ｍ

（-2）90ｍ

マリンスポーツ拠点
として利用

海岸保全施設が
整備済み

6ｍ
20ｍ

140ｍ

120m

合浦
公園
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（1） 青森港の利用状況

⑥ 野内地区・久栗坂地区の利用状況

・野内地区ではLPGや石油製品を取扱う専用桟橋が２基整備されており、燃料貯蔵基地として利用されている。
また、船揚場や防波堤が整備されており、漁船だまりとして利用されている。

・久栗坂地区は、多くが漁港区域と隣接している。一部、地元企業による石材の積出場所として利用されている

燃料貯蔵基地

緑地 0.5ha
埠頭用地 0.9ha

(-2.5)
120m

70m

200m

70m

防波堤(1)
340ｍ

(-8.0) (-4.2)

165m

35m

37m

44m

37m

船揚場野内地区

燃料貯蔵基地
LPG(移出)

久栗坂地区

石材積出場所
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（1） 青森港の利用状況

⑦ 浅虫地区の利用状況

・海釣り公園や海浜公園、マリーナを有する海洋性レクリエーション拠点の役割を担っている。温泉施設や道の駅
といった集客施設も有する。

・駐車場として利用している空間を有効活用していくことが期待されている。

レクリエーション
施設用地 3.3ha

海浜公園
（サンセットビーチあさむし）

マリーナ

利活用エリア
（駐車場として利用）

緑地 0.2ha

55m
北防波堤
65m

潜堤

緑地 0.5ha

撤去
10m

×

船揚場
20m

埠頭用地 0.1ha
埠頭用地 0.1ha

(-3)70m

(-3)
70m

浅虫地区

道の駅
浅虫温泉

浅虫温泉駅

湯ノ島

弁財天宮



ユニットロードの
新規需要への対応

洋上風力発電分野の
産業集積
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（２） 青森港の取組課題

1

3
青森港の
取組課題

物流・産業

物流・産業

油川埠頭

バルク貨物の
取扱いの最適化

2

物流・産業

沖館埠頭・堤埠頭

沖館埠頭

クルーズ船の受入機能強化

5

交流・人流

新中央埠頭

次世代エネルギーの
受入・供給拠点の確保

7 環 境

沖館埠頭・野内地区

浚渫土砂の長期的な
受入施設の確保9

環 境

全 域

逼迫する大規模災害への
対応

１０

防災・危機管理

全 域

ウォーターフロントの
面的な賑わい空間の創出

6

中央埠頭・浅虫地区

交流・人流

港内の安全な利活用の促進

11

全 域

防災・危機管理

ユニットロードターミナル
の機能高度化

4
物流・産業

フェリー埠頭・沖館埠頭

ブルーカーボンの推進
8

環 境

全 域
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① 洋上風力発電分野の産業集積 物流・産業

・我が国では2030年までに約1,000万kW、2040年までに約3,000万～4,500
万kWの導入目標が掲げられ、全国的に促進区域の指定が進められている。

・整備が進められている基地港湾は、岸壁延長180m～230m、水深-10.0m～
12.0m、岸壁の最大地耐力35t/m2、埠頭用地5ha～8ha、資機材搬入のために、
隣接岸壁と拡張可能な周辺用地を有している。

・青森県沖日本海(北側・南側)が有望な区域、青森県陸奥湾が一定の準備段階に進ん
でいる区域に選定されている。

現 状

・近隣海域で展開される洋上風力発電事
業における風車の効率的な設置・メンテ
ナンスを行うため、必要となる港湾機能
を確保することが求められる。

・洋上風力発電分野の新たな産業集積に
向けては、産業立地のための用地の確保
が必要となる。

課 題

図 油川埠頭の現状

項目 能代港 秋田港 鹿島港 北九州港 新潟港

岸壁 180ｍ(-10) 190ｍ(-11) 200ｍ(-12) 180ｍ(-10) 230m(-12)

面積 8ha(15ha) 8ha(18ha) 5ha(16ha) 8ha(20ha) 8ha(29ha)

（２） 青森港の取組課題

資料：「洋上風力産業ビジョン（第１次）」洋上風力の産業競争力強化に向けた官民協議会

図 洋上風力発電の導入目標

※括弧内の面積は拡張後の面積
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・沖館埠頭では、主に石炭(輸入)、金属くず(輸出)及び非金属鉱物(移出)(※珪石)が取
り扱われており、岸壁の直背後では常時貨物が保管される野積場のような利用状況で
あるため、新たな貨物を受け入れる余地が少ない。

・沖館埠頭で大型クルーズ船の着岸時には、安全なクルーズ旅客の受入のために、貨物を
横持ちするなどの利用調整が発生している。

・堤埠頭では、原塩(移入)、セメント(移入)に加え、陸上風車が取り扱われているが、埠頭
用地は時期によって低利用である。また、背後に住宅や事務所が点在することから、粉
塵や騒音が発生する貨物が取り扱いづらい状況となっている。

・比較的占有面積の広い輸出木材の新規需要が確認されている。

・新たなバルク貨物の需要に対応しつ
つ、効率的な物流活動を実現するため、
港内におけるバルク貨物取扱の最適
化を図る必要がある。

・新たな貨物需要に対して用地不足が
懸念されるため、荷捌きや保管を行う
埠頭用地を確保する必要がある。

課 題現 状

② バルク貨物の取扱いの最適化 物流・産業

（２） 青森港の取組課題

図 沖館埠頭・堤埠頭のバルク貨物の利用状況

0

50

100

150

200

250

300

350

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

金属くず（輸出） 石炭(輸入)

非金属鉱物(移出) セメント(移入)

石灰石(移入)

（年）

（千トン）

図 主要バルク貨物の取扱貨物量の推移



八戸港

18,472

64%

秋田港

6,311

22%

仙台塩釜港

154

0%

東京港

1,056

4%
横浜港

2,918

10%

その他

57

0%

青森県

利用港湾別

輸入コンテナ

28,968

ﾌﾚｰﾄﾄﾝ／1ヶ月
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・2030年にドライバー数が2015年の約3割（約24.8万）に減少する見通し
であり、ドライバー不足に対するモーダルシフトの推進が求められている。

・青森県発着の外貿コンテナ貨物は、主に八戸港を経由しているが、京浜港利
用の貨物も多い。物流業界の2024年問題により、現在の長距離トラック輸
送で対応を続けることが困難となる。

・2030年の農林水産物・食品の輸出額5兆円に向け、右肩上がりで輸出額の
増加が見込まれる状況のなか、青森県でも主産品であるりんごを中心に輸
出量が増加傾向であり、海上輸送転換のニーズも確認された。

・ドライバー不足と農林水産物等の輸出促進に資
するモーダルシフトを推進するため、青森港では
ユニットロードに対応する拠点形成を進める必要
がある。（青森港ではRORO船、八戸港ではコン
テナ船に対応）

・ユニットロード貨物の新規需要を発掘しつつ、船
社へのアプローチを行うことで、RORO船の新規
航路開設を目指す必要がある。

課 題現 状

八戸港

15,421

41%

秋田港

604

2%

仙台塩釜港

1,054

3%

東京港

5,753

15%

横浜港

13,655

37%

神戸港

751

2%

その他

143

0%

青森県

利用港湾別

輸出コンテナ

37,381

ﾌﾚｰﾄﾄﾝ／1ヶ月

資料：
全国輸出入
コンテナ貨物
流動調査
（平成30年）

図 青森県発着輸出入コンテナの利用港湾別取扱状況

③ ユニットロードの新規需要への対応 物流・産業

（２） 青森港の取組課題

資料：「我が国の物流を取り巻く現状と取組状況」(2022年9月2日)
経済産業省・国土交通省・農林水産省

図 トラックドライバー数の将来予測

資料：「今後の更なる輸出拡大に向けた取組方向」農林水産省

図 我が国の農林水産物・食品の輸出額目標
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・我が国の港湾の生産性を飛躍的に向上させるため、港湾物流分野・港湾管理分野・港湾イ
ンフラ分野のデータ連携により一体的に取扱うデータプラットフォームである「サイバー
ポート」の構築が進められている。

・青森港の取扱貨物の約9割は、ユニットロード（内航フェリー）で、一部ではスマートチェッ
クインシステムが導入されており、乗船手続きの円滑化に寄与している。

・青森港では、「自動離着岸（係留）装置」「ゲート入退場管理」「ターミナル内シャーシ位置管
理」といった情報通信技術を活用した機能高度化のニーズがある。

・将来的に予想される港湾労働者や
乗船員の不足に対応するため、ユ
ニットロードターミナルでは船舶大
型化に対応しつつ、積極的な情報通
信技術の活用検討を促進し、機能の
高度化・効率化を図る必要がある。

課 題

図 ユニットロードターミナルの機能強化イメージ

現 状

④ ユニットロードターミナルの機能高度化 物流・産業

（２） 青森港の取組課題

資料：「内航フェリー・RORO船輸送の現況と今後の課題 及び
ターミナル機能強化の取組内容について（令和5年2月）

国土交通省港湾局計画課」 図 スマートチェックインゲート
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・日本では2023年3月から外国船社のクルーズ船の寄港が再開し、青森港の
入港数が日本船社・外国船社の合計で2023年に3７回と過去最高を予定し
ている。

・青森港における寄港回数の目標値である年間100隻を目指し、寄港回数が増
加していくことが見込まれる。

・青森港はクルーズ船寄港実績が東北1位であり、東北における大型クルーズ船
の受入拠点を担うものの、クルーズターミナルの立地する新中央埠頭では約3
０0mを超える大型クルーズ船の入港条件に制約がある。

・青森港の背後地域の観光振興と経済の活性化
に貢献するため、新中央埠頭におけるクルーズ
船の受入機能の強化が必要である。また寄港数
の増加による2次交通の対応も求められる。

・新中央埠頭にクルーズ船受入機能を集約する
ことで、沖館埠頭におけるバルク貨物とクルー
ズの併用を解消することが求められる。

課 題現 状

⑤クルーズ船の受入機能強化 交流・人流

（２） 青森港の取組課題

8 11 8 9 8 7 10 6
0 1
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16 21

0
0
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0
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100

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 3～5

年後

将来

目標

外国船 日本船

（回）

（年）

ヒアリングによる将来見通し

「青森港クルーズ船寄港促進アクションプラン」
の目指すべき将来の姿

29

資料：実績値はクルーズ船に関する国土交通省
公表資料より

図 青森港のクルーズ船寄港状況・将来見通し

資料：「Ports in AOMORI Japan for Cruise Ships」青森県

図 青森港のクルーズ対応施設

新中央

22

81%

沖館

5

19%

2019年

青森港クルーズ船

寄港回数

合計27隻(100%)

1万総トン未満

3

11%

1～3万総トン

5

19%

3～7万総トン

9

33%

7～10万総トン

6

22%

10万総トン以上

4

15%

2019年

青森港クルーズ船

寄港回数

合計27隻(100%)
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・青森駅の近い本港地区では、祭りやイベント・史跡・自然を活かした観
光スポットが存在する。八甲田丸や青函緑地、アスパム、A-Factory、
ねぶたの家 ワ・ラッセ、駅前ビーチ等は「みなとオアシス」のエリア内
に位置しており、広域的に賑わい拠点として利活用されている。

・市民アンケートでは本港地区を中心に新たな集客施設の立地に関す
る要望やアクセス面での改善に関する要望が多い結果であった。

・賑わい拠点として利用される本港地区であるが、物流倉庫やセメント
サイロといった物流・産業機能も混在している。

・海洋性レクリエーション拠点の浅虫地区は、温泉施設や駅から近いと
いう集客面での好条件を有する。また、利活用が期待される低利用な
用地が存在する。

・本港地区では、市民・観光客の交流による賑わい創出の

ため、市民のニーズと青森港の強みを活かしたシーズを

考慮した新たな集客施設の立地促進が求められている。

・青森駅前～クルーズターミナル～市街地の連続性・回遊

性を高め、面的な空間利用に配慮した賑わい空間の創

出が求められる。

・浅虫地区では、海洋性レクリエーション拠点としての強

みを活かしつつ、低利用なエリアを有効活用して集客機

能を高め、マリンレジャー客が訪れる賑わい空間を創出

する必要がある。

課 題現 状

図 青森港本港地区の主な賑わい施設の立地状況 図 青森港浅虫地区の主な賑わい施設の立地状況

⑥ ウォーターフロントの面的な賑わい空間の創出 交流・人流

（２） 青森港の取組課題



31

・全国の港湾では、「水素等サプライチェーンの拠点としての受入環境整備」と「港湾地域の面
的・効率的な脱炭素化」を目指すカーボンニュートラルポートの形成に向け、港湾脱炭素推進計
画の検討が進められている。

・液化水素、MCH、アンモニア等の次世代エネルギーの大量・安定・安価な調達に向けて、港湾
で荷揚げや貯蔵するための施設整備の検討が進められている。

・青森港は石油製品・LPG等のエネルギー供給拠点であり、将来的な化石燃料から次世代エネ
ルギーへの転換により、貨物量の変動や必要施設が変化する可能性がある。

・背後地域に供給される次世代
エネルギーの安定・安価なサプ
ライチェーンを構築するため、
青森港ではLPGや石油製品に
代替する次世代エネルギーの受
入可能性を検討する必要があ
る。

課 題現 状

⑦ 次世代エネルギーの受入可能性の検討 環 境

資料：「青森港の役割」国土交通省東北地方整備局青森港湾事務所

図 青森港におけるエネルギー関連貨物の取扱状況

（２） 青森港の取組課題

資料：「カーボンニュートラルポート（CNP）とは」国土交通省

図 カーボンニュートラルポート(CNP)の形成のイメージ
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・海洋生態系に取り込まれた（captured）炭素「ブルーカーボン」による吸収源対策は、四方
を海に囲まれた日本にとって、沿岸域の吸収源としてのポテンシャルは大きい。

・青森港では、油川地区と造道地区に藻場が分布している他、本港地区の駅前ビーチでは多
様な生物生息・生育場を再生・創出するアマモ場の地域参加型のプロジェクトが取り組まれ
ている。

・多様な生物と触れ合える水辺空
間を創出しつつ、温室効果ガスの
吸収源対策として有効なブルー
カーボンを推進していくことが期
待されている。

課 題現 状

⑧ ブルーカーボンの推進 環 境

（２） 青森港の取組課題

32図 青森港のブルーカーボンの取組（駅前ビーチ）

資料：駅前ビーチ⇒「青森港における干潟・藻場による環境再生への取組」青森港管理所

資料：「青森港ビジョン（H27.2）」青森港みなとづくり懇談会

図 青森港の藻場の分布状況

図 あおもり駅前ビーチで藻場の造成

砂浜部及び干潟部

図 あおもり駅前ビーチの流れ藻
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・青森港では、堤川や沖館川、新城川の河口が存在することから、小型船だまり等の静穏水域で流下土砂
の堆積が発生している。

・港内の水域施設の水深を維持するため、年間平均約1２,000㎥の維持浚渫を実施しているが、ヘドロ
状の土砂のため港外まで運搬できず、油川埠頭に仮置きしている。

・既定計画で土地造成が計画された用地は残り僅かであり、今後も発生し続ける流下土砂を受け入れる
施設は不足することが想定される。

・仮置き場所の受入容量が逼迫しており、浚渫コストの削減という観点から、港内の海面処分場で流下土
砂を受け入れることが望ましい。

・港湾活動を支えるた
め、今後も維持浚渫は
必要であり、港内で長
期的に浚渫土砂を受
入することが可能な
施設の確保が求めら
れる。

課 題現 状

⑨ 浚渫土砂の長期的な受入施設の確保 環 境

（２） 青森港の取組課題

33図 港湾計画における土地造成の未実施箇所
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・全国各地の港湾で地震・津波や、高潮・高波による浸水の被害が発生しており、大
規模災害のリスクも切迫している。

・青森港では、大規模地震への対策として、フェリー埠頭と新中央埠頭に耐震強化
岸壁が整備されており、災害時の緊急物資輸送の拠点を担っている。

・高潮・高波に対しては、交流面・環境面に配慮した海岸保全施設「Aomori-
bayside Arc構想」の整備を促進を目指している。（令和4年3月時点の堤防高
を満たしている海岸保全施設の整備率は16%に留まる）

・緊急物資の円滑な輸送、生活・経済活動の
継続、被災後の早期復旧を実現するため、大
規模災害に対する更なる機能強化を図るこ
とが求められる。

・高潮等に対応するため、堤防高不足区間の
早期解消を図ることが求められる。

課 題現 状

図 耐震強化岸壁の整備状況

⑩ 逼迫する大規模災害への対応 防災・危機管理

（２） 青森港の取組課題

図 Aomori-bayside Arc構想のゾーニング

資料：「青森港ビジョン（H27.2）」青森港みなとづくり懇談会
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・青森港は「釣り文化振興モデル港」に指定されており、ガイドラインに沿った安全な利用を前
提に、浜町緑地と北防波堤が釣り施設として限定的に開放した。しかしながら、現状では釣
り開放施設以外でも釣り客が散見されている。

・官公庁船、ポートサービス船、作業船やプレジャーボート等の小型船舶は港内に点在する小
型船だまりに収容されている。

・油川埠頭、沖館埠頭、浜町埠頭および堤埠頭は、冬季は公共の雪処理施設として利用されて
いる。

・港湾地域における安心・安全な物
流活動を維持していくため、安全
に配慮したゾーニングにより港
内における事故発生リスクを低
減し、港内の安全な利活用の推進
に努める必要がある。

課 題現 状

資料：「釣り文化振興モデル港」国土交通省

図 青森港の釣り開放対象港湾施設

資料：青森港管理所提供資料

図 官公庁船、ポートサービス船、作業船等の収容状況
（令和4年9月時点）

防災・危機管理⑪ 港内の安全な利活用の促進

（２） 青森港の取組課題
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図 青森港の課題図（油川地区・沖館地区・本港地区）

（２） 青森港の取組課題（まとめ）

①洋上風力発電分野
の産業集積

⑪港内の安全な
利活用の促進

(-3.5)
70m

新中央埠頭

浜町埠頭

中央埠頭
⑥ウォータフロントの
面的な賑わい空間の創出

⑦次世代エネルギー
受入可能性の検討

堤埠頭

②バルク貨物の
取扱いの最適化

⑤クルーズ船の
受入機能強化

全域

②バルク貨物の
取扱いの最適化

⑨浚渫土砂の長期的な
受入施設の確保

⑩逼迫する大規模災害
への対応

③ユニットロード貨物
の新規需要への対応

④ユニットロード
ターミナルの機能高度化

⑧ブルーカーボンの推進
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（２） 青森港の取組課題（まとめ）

図 青森港の課題図（野内地区） 図 青森港の課題図（浅虫地区）

⑦次世代エネルギー
受入可能性の検討

⑦次世代エネルギー
受入可能性の検討

⑥ウォータフロントの
面的な賑わい空間の創出
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４．20～30年後の青森港の目指す姿・役割
（基本戦略）
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（1） 20～30年後の青森港の目指す姿

物流・産業

交流・人流

環境

防災・危機管理

選ばれる
青森港

ユニットロードと
クリーンエネルギー

物流拠点

脱炭素社会
に貢献する
エネルギー拠点

北東北の

広域防災拠点

世界に開かれた
広域交流拠点

●洋上風力発電分野の産業集積
●バルク貨物の取扱いの最適化
●ユニットロードの新規需要への対応
●ユニットロードターミナルの機能高度化

●クルーズ船の受入機能強化
●ウォーターフロントの面的
な賑わい空間の創出

世界から“選ばれる青森港”に向けて

～本州－北海道の大動脈とエネルギーイノベーションへの挑戦～

世界が認める「青森ブランド」の確立

背後圏を支える青森港

●次世代エネルギーの受入可能性の検討
●ブルーカーボンの推進
●浚渫土砂の長期的な受入施設の確保

エネルギー
イノベーションの

波

技術革新と
デジタル化の

波

●逼迫する大規模災害への対応
●港内の安全な利活用の促進
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（2） 20～30年後の青森港が果たすべき役割

ﾕﾆｯﾄﾛｰﾄﾞとｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰの物流拠点

○本州・北海道の大動脈を軸に、青森県と全国・世界を
つなげるユニットロードの物流拠点を形成する。

○再生可能エネルギー及び次世代エネルギーといった
クリーンエネルギーの受入拠点の形成や関連産業を
集積する。

世界に開かれた広域交流拠点

○世界中から訪れる旅行客のゲートウェイとなり、青森
県の魅力ある歴史・文化・食・自然を発信する国際観
光拠点を形成する。

○磨き上げた多彩な観光資源を最大限に活かし、世界
中の観光客から選ばれる国際交流拠点を形成する。

脱炭素社会に貢献するｴﾈﾙｷﾞｰ拠点

○クリーンエネルギーを受入・貯蔵・供給するエネル
ギー拠点を形成する。

○環境再生と温室効果ガスの吸収に貢献する港湾を形
成する。

○港湾の長期的な維持管理において、環境負荷低減を
見据えた港湾を形成する。

北東北の広域防災拠点

○逼迫する大規模地震に対して、本州～北海道の基幹
物流の維持と北東北の早期復旧を担う広域防災拠点
を形成する。

○激甚化・頻発化する高潮・高波に対して、背後地域の
生活と産業を守る災害に強い港湾を形成する。

○通常時では誰もが安全に利用できる港湾を形成する。

20～30年後の目指す姿 20～30年後の果たすべき役割

・本州～北海道の基幹航路を維持・拡大しつつ、背後立地企業のニーズ
に応じたユニットロード航路を実現することで、地域産業の物流効率
化・高度化に貢献する。

・世界的なエネルギーミックスの変化に対して、背後地域への低廉かつ
安定的なクリーンエネルギーの供給を実現することで、地域産業の付
加価値向上に貢献する。

・東北を代表するクルーズ船の受入拠点として、全世界から訪れるク
ルーズ旅客に青森独自の「おもてなし」を提供し、「選ばれる青森」に向
けた青森県の認知度向上に貢献する。

・青森港の特性を活かした賑わい空間を創出しつつ、背後地域を有機的
に結びつけることで、市民と観光客が開かれた水辺空間を行き交い・
交流し、地域の活性化に貢献する。

・世界的なエネルギーミックスの変化に対して、洋上風力発電のために
必要となる港湾機能や次世代エネルギーの拠点を担うことで、地域の
脱炭素化に貢献する。

・多様な生物が生息する藻場・干潟を再生・創出するブルーカーボンの取
組を推進し、地域の脱炭素化にも貢献する。

・港内発生土砂の受入を確保することで、環境影響に配慮した港湾のク
リーンな維持管理に貢献する。

・大規模地震時の本州～北海道の基幹物流を維持しつつ、広域防災拠点
として太平洋側・日本海側の両側でリダンダンシーを確保する。

・台風や低気圧時の高潮・高波による浸水を防護することで、背後地域
の人命や財産の損失を最小限に留める。

・安全な車両・船舶・ヒトの動線を考慮した適正なゾーニングにより、海
難や事故の発生リスクを低減する。

物流・産業

交流・人流

環境

防災・危機管理
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（３）長期的な空間利用の方向性（素案）

船だまり関連ゾーン

エネルギー関連ゾーン

環境再生ゾーン

緑地レクリエーションゾーン

クルーズ船

油川地区

沖館地区

本港地区

堤埠頭

環境再生ゾーン

交流拠点ゾーン

緑地レクリエーションゾーン

防災ゾーン

環境再生ゾーン

新中央埠頭

中央埠頭

浜町埠頭

漁船溜り関連ゾーン

物流関連ゾーン

エネルギー関連ゾーン

物流関連ゾーン
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（３） 長期的な空間利用の方向性（素案）

物流関連ゾーン

浅虫地区

漁船溜り関連ゾーン

防災ゾーン

防災ゾーン

環境再生ゾーン

緑地レクリエーションゾーン

漁船溜り関連ゾーン

漁船溜り関連ゾーン

漁船溜り関連ゾーン

エネルギー関連ゾーン

緑地レクリエーションゾーン


